
      
 

平成 27 年 6 月 16 日 

自 動 車 局 

 

「第 1回自動車整備人材の確保・育成に関する検討会」の開催について 

 

（一社）日本自動車整備振興会連合会が平成２７年３月に発行した「自動車整備白書」

において、約５割の整備事業場で整備士が不足しており、約１割の事業場が既に事業に支

障が出ているとの調査結果が出ております。 

自動車整備業における人材の確保のため、休暇、作業環境、やりがい等の労働環境や待

遇の改善、整備士の技能の向上・育成、女性の活用などについて具体的な改善対策を検討

するために、標記の検討会を次の日程で開催します。 

 

 

                                      記 

 

 

１．日 時: 平成２７年６月１８日（木） １８：３０～ 

 

２．場 所: 国土交通省国際会議室（中央合同庁舎第３号館８階） 

 

３．議 題: 自動車整備士の労働環境、待遇の現状、課題の整理 

 

４．その他 

 ・  本検討会は傍聴できませんが、カメラ撮りは冒頭のみ可能とします。 

 ・  カメラ撮りを希望される方は、６月１７日（水）１５：００までに下記連絡先

（担当：福田、藤本）までご連絡下さい。 

 ・  議事概要等については、後日、国土交通省ホームページにて公開します。 

    

 

＜問い合わせ先＞  

国土交通省自動車局整備課 

 福田、藤本 

 TEL：03-5253-8111（内線：42413） 

 03-5253-8599（直通） 

 FAX：03-5253-1639 

 

 

＜参考資料＞ 

・自動車整備士を取り巻く状況と取組 

・人材不足の現状 

・自動車整備人材の確保・育成に関する検討会概要 



○少子化や若者のクルマ離れの進展、将来選択肢の多様化等により、自動車整備士を目指す若者が激減（１０年間で
半減）する一方で、整備要員の高齢化が進展しており（平均年齢４３．８歳、約２割が５５歳以上）、近い将来、クルマ
社会の安全・安心に直結する自動車整備を支える人材不足が顕在化する可能性大。
○整備業界は従業員１０人以下の企業が約８割を占め、大規模な採用活動等が困難であり、約５割の整備事業者で、
整備士が不足。
○このため平成２６年４月、自動車整備に携わる人材の確保、育成を図ることを目的として、１５の関係団体で構成され
る自動車整備人材確保・育成推進協議会を設立し、国交省と協議会が協力して様々な人材確保対策を推進。

１．現状と取り組み

２．自動車整備人材確保・育成推進協議会の活動内容

専門学校入学者数は、最近やや増加傾向にあるが、
過去１０年で半減した整備学校入学者は、依然低迷。

整備要員の平均年齢は上昇傾向にある。 約８割が従業員１０人以下の中小零細企業。
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高等学校における自動車整備の仕
事への理解の向上

・推進協議会と協力し、運輸支局長
等が高等学校の校長等を訪問し、

自動車整備の仕事の現状、重要性
等を説明 （全国で５６２校を訪問）

小中学生や親を対象とした自動車や整備
に興味を持ってもらう体験イベントの実施

女性整備士活躍の好事例、整備の仕事の
魅力についての現役整備士の意見の収集

女性に訴求する整備士PRポスターの作成・
掲示

自動車整備人材確保・
育成推進協議会発足
（平成26年4月22日）
・参加団体は平成27年4月
時点で15団体

運輸支局長等の高等学校訪問による自動車整備の仕事
への理解向上
（４月３０日より開始。全国で昨年度より多い５８０校を訪問予定。）
・整備事業者や養成施設等による民間の奨学金制度の情報提供
・働きながら整備士資格の取得ができる二種養成施設の紹介

整備士養成の奨学金制度、自動車整備
体験学習等に関する調査

平成２６年度 平成２７年度

整備士の労働環境・待遇に関する実態調査を行い、関係
業界が参加する整備士待遇改善検討会で対応策を検討

ポスターの作成・掲示、体験イベントを引き続き実施

※ JAMCA・・・・全国自動車大学校・整備専門学校協会

インターンシップの職場体験の増加

４月

＋

（参考資料１）自動車整備士を取り巻く状況と取組
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求人活動結果

実態調査

○約５割の整備事業場で整備士が不足しており、約１割の事業場が既に運営に支障。

○求人活動に取り組む企業の資本を含めた体力の差や、整備士の待遇面の違いにより、
整備士を採用できなかったと答えた割合は、ディーラー約１割に比べ、専兼業は約４割。

（参考資料２）人材不足の現状

整備士不足の現状

(引用) 日整連自動車整備白書平成26年度版

平成26年度実態調査において整備士不足の現状や、整備士の求人活動について
のアンケートを実施。

47.9%

（一社）日本自動車整備振興会連合会が平成２７年３月に発行した「自動車整備白書」に
おいて、自動車整備事業場における人材不足の現況が明らかとなった。



（参考資料３）自動車整備人材の確保・育成に関する検討会概要

自動車整備人材の確保・育成については、平成２６年４月にとりまとめた対策の方向性において、整備業における
給与、休暇、作業環境、やりがい等の労働環境、待遇の改善や女性の活用が課題として挙げられている。
これらの対策事項について、有識者や関係業界、関連の諸機関や企業等の意見を聞きながら、広い視野で総合
的に検討するために、標記の検討会を国交省自動車局に置き、具体的な対策内容及び推進方策について、取りま
とめることとする。
また、本検討会では、整備人材の確保・育成に必要な労働環境や働き方の改善等に係る様々な対策に関する関
係業界等における共通の認識やパートナーシップを醸成することも目的とする。

１．背景・目的

① 有識者 ：大聖泰弘 早稲田大学大学院創造理工学研究科 教授
② 有識者 ：酒井一博 （公財）労働科学研究所 所長
③ 有識者 ：市川優 株式会社日刊自動車新聞社 代表取締役社長
④ 有識者 ：宇佐川邦子 株式会社リクルートジョブズジョブズリサーチセンターセンター長
⑤ 有識者 ：久保田純子 ダイハツ東京販売株式会社 （現役女性整備士）
⑥ 整備業界 ：下平隆 （一社）日本自動車整備振興会連合会 専務理事
⑦ 販売業界 ：林義高 （一社）日本自動車販売協会連合会 理事
⑧ 製造業界 ：内藤政彦 （一社）日本自動車工業会 常務理事
⑨ 整備専門学校：松浪良樹 ＪＡＭＣＡ理事（トヨタ東京自動車大学校理事・校長）
⑩ 自動車短大 ：森本一彦 全国自動車短期大学協会 専門委員（中日本自動車短期大学教授）
⑪ 国土交通省 ：江坂行弘 整備課長

２．メンバー構成

① 整備士の労働環境、待遇の現状、課題の把握、改善対策
② 整備士の技能の向上・育成対策
② 女性整備士が活躍できる環境構築策
③ その他整備業の魅力向上のための対策

３．検討事項


